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第10回南部町議会定例会 

  

議事日程（第３号） 

平成19年９月４日（火）午前10時開議 
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 20番 立 花 寛 子 

             １．後期高齢者医療制度について 

             ２．若者対策について 

３．交通安全対策について 

４．町内循環バスについて 

５．達者村構想について 
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◎開議の宣告 

 

〇議長（工藤久夫君） ただいまの出席議員数は38人でございます。定足数に達しておりますの

で、これより第10回南部町議会定例会を再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

（午前10時00分） 

                                           

 

◎一般質問 

 

〇議長（工藤久夫君） 日程第１、一般質問を行います。 

通告順に順次発言を許します。 

 35番、佐々木元作君の質問を許します。佐々木元作君。 

（35番 佐々木元作君 登壇） 

 

〇35番（佐々木元作君） おはようございます。 

通告の機会をいただきありがとうございます。 

通告に従い、ご質問申し上げます。町長及び関係課長の答弁をお願いします。 

まず、新南部町運営に当たっての基本的な姿勢を問うものであります。 

このごろ、町内３地区の方々と話し合う機会があるわけですが、なぜか名川中心の行政がなさ

れているやの意見が多く語られている感がいたすわけです。私ども同僚議員の方の中にもそのよ

うな気持ちを持っておられる方がいるのかなと思う感がするわけですが、私自身は、町長におい

ては、この３地区の継続的な事業の展開はこの新総合計画立案の前においては、継続的な事業の

展開をしながら、具体的な施策に取り組むものと思っております。今議会までも町長の発言の中

にはそういう言葉が多々一体的な町政運営に当たっている姿勢を伺っております。決して一極集

中的な考えのもとに進められているとは思っておりませんが、この機会に再度町長からその理念

を問うものであります。 
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さらに、平成19年度の事業予算においての事業の展開の進みぐあい、今後の見通し等もあわせ

てお伺いするものであります。 

一体的発展への見通しの中で、財政基盤の違いが合併３地区の収納率や滞納等の違いがあるの

かも伺っておきます。ご答弁願います。 

開会に当たって町長は、総合審議会の答申は12月に一つのまとめとして提案されるやに話され

ました。以前、私は、合併協議会において新町建設計画を作成したわけですが、その中において

は、新町においての具体的な計画等は新総合審議会の結論に委ねると、こういう報告になってお

りました。12月の提案はその時宜を得た策定とは思いますが、私ども議会議員は９月末をもって

議会の構成も変わるわけであります。新議会議員の意見が十分反映されるように願うものであり

ますが、このことへの進め方もお伺いいたします。 

二つ目でございますが、前回の質問議員にもありました。少子化の中で息子や娘をできるだけ

身近なところでの就職を願っている方が多いわけです。その対策の一つとして企業誘致があるわ

けですが、なかなか難しいという現状を町長も話されておりますが、「広域的な近隣自治体との

取り組みを考えたい」と、そういう答弁が以前ございました。その後の経緯、あるいは今後広域

的対策室的な協議会の設置ができないものかどうか、一つの提案としてお伺いするものでありま

すが、なお、現在、南部町への企業の進出と申しますか、南部町へ打診されている企業もあるや

に聞いておりますが、許される範囲内でお伺いしたいものです。よろしくお願い申し上げます。 

働く場所、仕事の内容によって、親子の認識のずれはあるわけですが、基本的な意向はどうな

のか、高校以上の家庭においての親、子、どのような職業観、どういう仕事への要望、そういう

内容で結構ですが、若者たちの意識を知る上でアンケートの必要はいかがなものかと思います

が、そういう一つのデータのもとに、我が南部町においては、こういう仕事を求めている働く卵

の方々がいるという、その方々の数字をもとに企業対策も講じられるのではないかと思います。

町長は、「工業系の生徒さん方は就職の率は高い」と、こう申しておりますが、しかし、我が名

川地区にあります県立名久井農業高校の生徒は働くことがモットーであるという気風のもと、こ

れまた就職の率もいいやに伺っておりますが、生徒さんたちの意識、家庭における親の意向とい

うものを踏まえたアンケートの実施はいかがと思います。ご検討お願い申し上げたいと思いま

す。 

再質問は自席で行いますので、よろしくご答弁お願い申し上げます。 

 

〇議長（工藤久夫君） 答弁を求めます。町長。 
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（町長 工藤祐直君 登壇） 

 

〇町長（工藤祐直君） それでは、佐々木元作議員のご質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 まず、新南部町運営に当たっての基本理念についてでございますけれども、合併の際に策定さ

れました新町建設計画においては具体的な事業名や個々の事業費などは掲載されておりません

けれども、計画を策定する際の基本的な考え方として、それぞれの合併前の町村から、計画、ま

たは実施されている事業について提出をし、合併後の財政状況を十分に考慮しながら継続して実

施をするという合意のもとに進められてきてございます。今、主に継続事業に取り組んでいるわ

けでございますけれども、かと言って、昨日も申し上げました公民館の解体、そういう部分、緊

急性を見ながら、新規事業というものも、これは当然していかなければならないと、こう思って

おります。基本的には、継続事業をまず完了させていくということが協議会の中での申し送り決

定事項であるというふうに認識をしてございます。 

まず、合併して１年半を経過したわけでございますけれども、まだまだ全体として評価できな

い状況の部分も当然あるわけでございますけれども、名川地区で行っておりました達者村事業、

これを全町に拡大し、全地区から委員の方々に参加していただいて、徐々にでありますけれども、

全町拡大の雰囲気になりつつあると、こう思ってございます。 

また、福地地区でのバーデハウス等のエリアでございますけれども、全域に広めました。こち

らも利用券を拡大し、ただ、今までなかった地区においては、サービスが向上したわけでござい

ますが、福地地区におきますと、以前は利用券を月２枚という部分が１枚という部分で、そうい

う部分については地区によって低下した部分、またそれによって、逆に他の地区においてはサー

ビスが向上した部分と、こういうのもあるわけでございまして、すべてを一番上のサービスに持

っていければいいんでしょうが、なかなかそれも厳しい中で、福地地区の方々にもご不便をおか

けしたわけですけれども、その分全町の対象者の方々に拡大したということもご理解をいただき

たいと、こう思っております。 

また、ソフト的な部分でございますけれども、成人式につきましても、南部町成人式を１回で

行っております。これも合併する前に既に１回にしようということになっておりまして、当時は

夏の成人式と正月１月の成人式をやっている地区がありましたので、１回１月の部分を終了した

次の年に同じくやっていきましょうということで、成人式の統一も既に図ってございます。 

なお、町民運動会でございますけれども、ことしは南部町全体の町民運動会として実施するこ

とで決定をして、今、その準備にかかってございます。町内会の方の参加も既に決定しておりま
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すので、また、早くそういうスポーツの部分においても一体感ができるように努めていかなけれ

ばならないと、こう思ってございます。 

あと、それぞれの地区のお祭りでございますけれども、これにつきましては、合併後に統合さ

れました観光協会のもとにおいて、合併前とほぼ同様に開催をされてございます。 

なお、多目的バスでございますが、先般も申し上げました。「２年間準備にはかかりますよと、

ただ、これについては必ず運行をしていきます」ということを私も公約に掲げておりました。こ

れをまず計画的に実行して、秋試行運転、そして来年の４月本格運行ということにいきますので、

これがまた運行すれば、かなりの利便性が高まりますし、交流の場が広がる。また、一体感とい

うものもできてくるものではないかなと期待をしております。これも間違いなく、来年の実現に

向けて進めていきたいと、こう思っております。 

これ以外にも事業の必要性や緊急性を考慮しながら、国や県の合併補助金、交付金を活用しな

がら各種の計画策定、設備の整備、行政事務の電算化などを実施しております。今後は、現在作

業を進めております総合振興計画をもとに、財政事情と事業の効果、または必要性を十分に検討

しながら、継続事業を中心に、地域資源を活用し、新町として均衡ある一体感の発展のために努

力してまいりたいと、このように思ってございます。 

財政面から見た部分から１点申し上げますが、先ほども申し上げました財政状況については、

決して楽観視できない厳しい状況下に置かれている中で、政策事業を進めていかなければならな

いわけでございまして、どこかでやはりめり張りはつけていかなければならない、最大の効果が

得られる手法を選択しながら、緊急度、そういう部分を考慮した均衡のとれたまず事業を遂行す

ることが大事であると、こう思っております。 

ちなみに、19年度の各地区における主要な事業でございます。基本的には、旧町村からの継続

事業を主として実施しておりますが、主なものとして、南部地区におきましては、公共下水道事

業、これは、完成までには20年ほどかかります。事業費においても恐らく80億円以上の総事業費

になるでしょう。こういう事業もやっていかなければなりませんし、これについては、公共事業、

既に着手してございます。 

そしてまた、史跡聖寿寺館跡公有化事業、これも進めていかなければなりません。そしてまた、

先般申し上げました公民館の解体、そして、当然解体に伴って建設というものをやっていかなけ

ればならない。こういう事業がございます。 

また、消防施設につきましても、昨年予算を変更し、地区を変更し、南部地区の整備に当たり

ました。今年度も南部地区の消防屯所の予算を今回の９月補正で提案を計上させていただいてお
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ります。 

名川地区でございますけれども、上名久井地区農業集落排水事業及び公営住宅ひろば台団地の

整備事業、そして、ふるさと運動公園整備事業、上名久井地区畑地帯整備事業を実施してござい

ます。 

福地地区におきましては、福田地区農業集落排水事業、苫米地駅前団地整備事業、町道高橋片

岸線改良事業及び町道あかね線改良事業等を実施し、若干の事業費の増減というのはあると思い

ますけれども、まず主な事業をしっかりと19年度に計上しながら取り組んでおることをご理解を

賜りたいと、このように思っております。 

なお、19年度学校給食センター、これの設計に入り、20年度の着手、完成という中で、これは

地区は関係なく、南部町全体としての事業でございますので、ここはご理解を賜りたいと、この

ように思っております。 

総合振興計画審議会の進行状況でございますけれども、審議会は、議会の代表、各種団体代表

及び学識経験者の方々29名で組織し、平成18年度は３回開催いたしております。総合振興計画策

定の説明、町内の主要施設の視察、アンケート調査結果の説明、序論及び基本構想、これはいず

れも素案でございますが、説明を行っております。 

19年度は、現在までに２回開催し、序論及び基本構想に対して、委員の方々から貴重なご意見、

ご提言をいただき、それをもとに訂正、加筆を行い、前回の審議会においておおむね了承をいた

だいているところでございます。審議会は、今後２回開催する予定でありますが、審議会で10月

中に序論及び基本構想の最終案を決定していただき、12月の議会定例会にご提案いたしたいと考

えてございます。当然、議員の皆様は９月で改選になるわけでございまして、新しい議員さんの

もとでのご審議になるわけでございますが、そこまでの部分においては、今日まで議員の皆さん

からご指導、ご助言、ご提案いただいた部分は当然反映される形で審議会の方にも話をしており

ますし、当然、議会の議員、町民の代表の方々のご意見でございますので、十分尊重していかな

ければならないという思いと、また、新体制になりましたら、議員の方々からまた代表として委

員に当然なっていただき、何と言っても総合振興計画は町の最上位計画になりますから、この計

画をもとに基本構想、実施計画というのが具体的に進んでいくわけでございますので、今までも

審議会では十分検討していただき、かなりの議論が出たと聞いております。しっかりとした最上

位計画をつくり、そして、その後、実施計画というものをまた具体的に載せて、それに沿って計

画的に事業を展開し、地域が均衡的に保てるそういう事業をしっかりと行ってまいりたいと、こ

のように思っております。 
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ただ、年度年度によっては、その重点事項によっての予算が地区によってはここが多くなる。

来年度はここが多くなる。そういう予算配分というのは当然あるわけでございますけれども、し

っかりとした将来構想のもとで取り組んでまいりたいと、こう思っております。 

大きく分けての２点目でございます企業誘致、若者定住策等についてでございますが、６月議

会におきまして、長根議員さんからも「広域的な企業誘致という視点を変えていってもいいので

はないか」という貴重なご意見をいただきました。まさに現実的な部分もとらえていったときに、

我々も企業誘致に努めているわけでございますけれども、なかなか厳しい状況、そういう中で、

私も長根議員さんのご質問に、やはり広域的な部分、そして広域的な部分でしっかりと声を上げ

て、誘致を図り、その近隣の町村、その住民が雇用の場につければ、ここの地区だけに限定しな

いで、まず誘致できる方法、できやすい方法、こういうことも大変大事だと、こう思いまして、

非公式でございますけれども、八戸市長の方にもそういう考えはどうでしょうかと、こういうこ

とも直接伝えてございます。 

そしてまた、６月28日に、県南・下北産業活性化協議会が開催されまして、県では、企業立地

の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律に基づく基本計画を策定

するので、関係市町村の同意が必要である旨の説明を県から受けました。８月９日付で基本計画

が示され、県内を津軽地域産業活性化計画ブロックと県南・下北地域産業活性化計画ブロックの

２地区に分別して取り組むことになっております。この協議会を十分活用いたしながら、先ほど

申し上げました広域的な視点でもってのとらえ方も並行しながら、一人でも多くの方々が職場、

雇用の確保ができるようになればいいなと、今、まさに地元に欲しい、これはもう本当の願いで

ございます。しかし、現実的にきれい事だけでは済まない、こういう状況下でもありますので、

どういう方法が我々南部町民の若者が１人でも２人でも職場を見つけることができるかと、こう

いう部分を探ってまいりたいと、こう思っております。 

次に、調査の件でございますが、今までもさまざまな調査をしてございます。同じような調査、

町に対する調査、そういうこともしてございます。その中で、恐らく誘致、定住の部分になりま

すと、町内に企業誘致して、子弟の就職の場を確保してほしい、地元に就職したいので、高度技

術関連の企業誘致を要望してほしいと、恐らくそういう内容になると思っておりますし、今日ま

でのとったアンケート等においてはそういうふうになってございます。大体我々も要望はもう把

握してございますので、今、特にそれに向けての調査を改めてするという考えは持ってございま

せんが、それは現時点でございまして、ただ、今後状況をしっかりとらえながら、必要に応じて

調査すべきときはしていかなければならないと、このように、こう思っております。ただ、少子
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化対策検討委員会、女性職員での報告書も提出をいただいておりますし、そのほかにおいても町

内の企業に勤務している独身男女、または児童、幼児の保護者からの少子化のアンケート、こう

いうものはもう既に実施をしておりますので、大体把握はしてございます。ただ、やはりアンケ

ートとなりますと、さまざまな方々がさまざまな立場での結果が出てきますので、なかなかそれ

を全部吸い上げるというのは難しい部分がありますけれども、そういう部分については町の方も

把握をしておりますので、今後いろいろいろな部分で、これは必要であるなという部分について

は、調査というものをしていきたいと、こう思っております。 

最近調査項目が大変多い部分がありまして、逆に住民の方々からも「何回も同じような調査を

しているんじゃないか」と、こういう声も聞きますので、やはり一つ一つ絞りながら、必要時に

はきちんとしていくと、こういう考えで取り組んでまいりたいと、こう思っておりますので、今

後ともまた、議員各位の皆様にはいろいろな部分で、情報をいただきながら、我々も情報を提供

し、誘致、または定住に向けて取り組んでまいたいと、こう思っておりますので、よろしくお願

いを申し上げたいと思います。 

 

〇議長（工藤久夫君） 税務課長。 

 

〇税務課長（坂本好孝君） 旧３町村ごとの滞納額についてというご質問がございましたが、本

日資料を持ち合わせてございませんので、佐々木議員には後日資料としてお渡ししたいと考えて

おります。 

ただ、町全体の滞納額ということで、参考までお知らせをしていきたいと思います。 

まず、国保税につきましては、２億800万円、それから町税、いわゆる固定資産税、町民税、

それから軽自動車税、合わせてですけれども１億5,400万円、合計３億6,200万円という数字にな

ってございますので、お知らせをしておきます。 

以上でございます。 

 

〇議長（工藤久夫君） 再質問はありませんか。佐々木元作君。 

 

〇35番（佐々木元作君） 南部町への企業打診されているようなこともちょっと聞いたものです

から、伺ったわけですが、具体的に今のところはないわけですか。 

先ほど、町長の答弁の中に調査をした経緯が何回かあると、そういう中で一次産業、農業、そ
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ういう定着の新規就農者もなかなかない。あるいはまた、そのアンケートの中でどういうものが

じゃあ見えているのか、その担当課長で結構ですから、例えば、電子関連的な企業、就職、また

一方、土木建設関連への志向性、そういうものが見えているのかどうかお伺いします。その結果

がわかったらお願いしたい。 

以前、私も若いときがありまして、紅顔の美少年とは言いませんでしたが、若いころＰＴＡ活

動に入ったことが、子供の育成をしながら。そのとき調査アンケートをしたときに、忙しい、参

加者が少ないというＰＴＡ活動の中でのアンケートの結果に、日曜日であれば参加できるとか、

夜の活動であれば参加できるとか、そういう親の仕事の中で、いろいろなものが一つのテーマと

して見えてきた。それが夜間の活動への参加ができるというようなときに、冬季間のスケート場

づくりをした経緯があったり、あるいは日曜日の作業奉仕等で、学校の庭の手入れをしたりと、

こういうやはり多少親の職業感とか、住民の職業感の中で変わってくるときに、それをして、行

動を展開するということも大事だと思ったものですから、先ほど伺ったんですが、そういうアン

ケートの中でもしわかっていることがあったら、見えてくる傾向が見えたら、ちょっとお伺いし

たい。 

それから、こういういろいろな継続的な事業を基本にしながら、予算配慮をして対応していく、

これをぜひ広報を出しているものですから、広報を通して今後の進めるものを絶えず情報提供し

ておくということを考慮してほしいなと。やはり見えていないと、一つの見えたものだけをとら

えて、達者村のＴシャツがどんどん写ったりするときに、名川地区が先行しておった達者村活動

が他地区の方への羨望の的みたいになって、名川地区のことばっかりというふうなとらえ方で意

見を申している方もいるのかなと思ったりするんですが、こういうバスの計画運行、それによっ

て、バーデへの往来が可能になる。あるいはチェリウスへ行く、あるいは南部のぼたん園へ行く、

そういうものの一体感がどんどん醸成される。何せまだ１年半、２年目へ入った中での早急な結

論を出すということは本当は私も無理だろうと思うんですが、しかし、行政側では、そういう情

報の提供をどんどん図って、その一体感に行動させているよ、進めているよというものを周知さ

せるのも一つの住民の方々への理解を深める方法ではなかろうかと思います。 

教育長さんから、ちょっとお伺いしたいんですが、学校間の子供たちの交流、こういうものが

どのようにとらえられているのか、意識的になされていることがあるのであったらお伺いいたし

ます。 

それから、事業展開において、例えば従来、私は名川地区のことしかわからないんですが、水

田の公共用地買収価格は大体１坪１万円、300万円ぐらいというふうな一つの目安で進められて
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おったように記憶しているんですが、そういう３地区における価格の違い、土地の単価等の違い

において、工事が思うように進まなかったり、あるいは想定した予算の中で遂行できなかったり

というふうなものがあるのか、あるいはまた、障害になっている例があるのかをちょっとお伺い

したいと思います。 

給食センターの先ほど町長の19年のことしの設計、20年の完成、以前当初予算の説明だったと

思いますが、電気、そういう電熱利用の視察を私ども教育民生の方でもしたことがあるんですが、

そういう熱量の比較等をしたものの検討をしているのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

総合審議会の結論に新委員として新たな議員の方々が参画できるということを今お伺いしま

して、どうぞ、じっくり協議をしているとは思いますが、議会議員の意見も吸い上げられる機会

をぜひこれからの会議の中に、そういう時間的な設定をお願い申し上げたいと思います。 

 

〇議長（工藤久夫君） 商工観光課長。 

 

〇商工観光課長（有谷隆君） 佐々木議員のご質問の中に、商工観光課関係のご質問がございま

したので、お答えします。 

今現在、南部町への企業等の進出の情報はございません。正式にはないという言い方になりま

す。 

それから、職業に対する志向の状況はどうかというご質問でございますが、先日町長の方から

も答弁でご説明申し上げましたけれども、運輸業、それから製造業、医療福祉業では増加になっ

ていると。他の産業、飲食、小売業、建設業等は減少ということになっておりますが、これが就

職している者の動向でありまして、就職する方々の志向と合致しているとは言いがたいわけです

けれども、求職の数がそういう状況でございますので、それに就職をする方々が多いという状況

になっております。 

それから、熱量等の比較ということで、多分、バーデハウス等の発電機等のことだと解釈しま

してお答えしますが、バーデハウスの発電用のポンプ３基ございまして、これが重油の高騰によ

り、契約会社がリース会社でございましたが、倒産の状況にあるということで、撤収したという

ことで、これに変わる代替の熱量等、電源等を確保するのが先決でございまして、今現在は、全

部電化に切りかえておりました。ただ、今後はこういったボイラー、ポンプ等が多数ございます

ので、耐用年数に応じた更新期を考慮して、新たな電源等を確保していかなければならないとい

うことで、いろいろ見積もりとか、カタログを今調べているという状況でございます。ボイラー
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の中には現在重油等に水分、水を含めたボイラー等も開発されているということの情報も得てお

りますが、これが果たして費用対効果がどういうものかまだ把握しておりませんので、確実な対

策とはなっておりませんが、それらを検討しているということでご了解いただければと思いま

す。 

以上で商工観光課の方は終わります。 

 

〇議長（工藤久夫君） 企画課長。 

 

〇企画課長（奥瀬敬君） 佐々木議員のアンケートの関係についてお答えをします。 

このアンケート調査は、あくまでも少子化対策としてアンケートをしてございます。ただ、少

子化対策でアンケートをしましたけれども、そのほとんどの要望は、職場が欲しいと、あと、子

供の産める環境、子育てできる環境と、これらの環境を望む声が大多数でございまして、やはり

これらを一つずつ解消していくことが定住につながるのではないかなと。若者の定住対策の事業

につきましては、各課にわたる事業でございますので、これからは体系的に各課連携をとりなが

ら進めていかなければならないと考えてございます。 

以上でございます。 

 

〇議長（工藤久夫君） 財政課長。 

 

〇財政課長（堀内冨士夫君） 予算の措置状況とか、それらの広報等での情報公開ということで

すけれども、当初予算につきましては、広報等でいろいろと情報発信しているところですが、私

ども財政課の方では、工事の契約を行っております。その中で、工事の発注状況につきましては、

毎月の広報誌への掲載、あるいはインターネットでの広報媒体ということで、情報公開に努めて

いるところでございます。 

以上でございます。 

 

〇議長（工藤久夫君） 建設課長。 

 

〇建設課長（西野耕太郎君） 佐々木議員から、３地区の工事に係る土地の買収価格の違い等は

どういうふうに統一しているのかどうかとありましたけれども、今現在は、３地区の土地の売買
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価格に関しましては、税務課の評価額を基本としてやってございます。補償につきましては、東

北用地対策連絡協議会という用対連といいますけれども、そちらの方で補償価格を出してありま

すので、それに基づいて、南部町に合った価格を設定しながらやっております。ということで、

関係する課はそれぞれそういう形をとっております。 

以上です。 

 

〇議長（工藤久夫君） 教育長。 

 

〇教育長（角濱清輝君） それでは、佐々木議員のご質問にお答えいたします。 

今、私の頭にふっと浮かんできたのは、次のようなものがございます。駅伝大会の一本化、次

に、海外研修の一本化、また、国内研修の一本化、小学校の陸上競技の記録会の同時開催と、こ

ういうことが今現在、目に見えている一体感の浸透、喚起に役立っていると、こういうふうに考

えております。私は、校長先生方に小中の一体感を考えた交流ばかりじゃなくて、町全体の交流

を考えてほしいということは常日ごろの校長会においてお願いを申し上げているところでござ

います。もう少しお話し申し上げますと、旧町村ごとの一体感というか、そういうものが見えて

きているのは、杉沢小、中学校の２学期制の導入、当初は中学校の校長先生方からかなり抵抗が

ございましたが、私が教育長に就任した当時からそういうことも考えてほしいということを要望

しておりました。したがって、一つ灯りが見えてきたなという感じを持っています。中学校の校

長先生方も２学期制というものを意識しながら時期はいつになるかよくわかりませんが、確かに

意識を持って学校経営を推進しているということを感じております。 

今後さらに町全体というものを考えて、一体感というものの浸透に努力してまいりたいと、こ

う思っておりますので、よろしくご指導方、お願い申し上げて、回答にさせていただきます。 

終わります。 

 

〇議長（工藤久夫君） 学務課長。 

 

〇学務課長（佐々木秀雄君） 給食センターについてお答えいたします。 

現在、学校給食センター建設委員会を何度か開催しておりますけれども、現在の進捗状況にお

きましては、先月、町に一部答申を終えたところであります。それで、今現在は、本設計に入っ

ておりますけれども、このランニングコストの面におきましても、オール電化、また燃焼式ボイ
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ラーでは、どちらにもいい面があります。ですから、その中のいい面を取り入れてこれからも進

めて、現在検討している最中であります。 

以上です。 

 

〇議長（工藤久夫君） ほかに質問ありませんか。佐々木元作君。 

 

〇35番（佐々木元作君） 方向性ということを、これは求職の方では、会社関係で就職の景気に

合った会社がその職種において求職するんだろうと思うので、私が申し上げたいのは、南部町に

居住する高校生以上の生徒さんたちは、将来的に進学希望の中にどういう職種、ホワイトカラー

とか、ブルーカラーとかという言葉もあるわけですけれども、そういう職業観をどの方向性に持

っているのかなというものをつかまえたときに、「うちの南部町には工業関連を望んでいる若者

がいっぱいおりますよ」と、十三上下北地区協議会の会議等で町長はそのデータを持っていって、

「南部町には126名の生徒さんが工業関連の企業に就職を望んでおります」と、こう言ったら、

言いやすいのではないかなということで、若い人たちの志向をつかまえたらいかがということを

申し上げたかったんです。 

それから、教育長さんからもう一遍、連合ＰＴＡの活動がひとつの一体感で南部町連合ＰＴＡ

という組織がなされているかと思うんですが、それはやはり親というものはどうしてもひとつの

固定観念をぬぐい切れない。それは以前名川町にあったときも、旧北川地区、名久井地区という

ものの何というか目に見えないひとつの対抗意識の中でお互いにこう頑張ってきたというもの

をなかなかぬぐい去るには時間がかかる。そういう中で、いろいろな行政にかかわるときに、名

川地区、剣吉地区の方へ箱物を建てると、名久井地区にも建てろとかというものにこだわった経

緯があったものだから、子供たちの中に一体感の醸成をより早い時期にしてほしいということを

考えたわけで、伺ったんですが、どうぞ、連合ＰＴＡ等での交流を活発にさせて、仲のいい大人

たちを子供たちに見せるような、雰囲気をぜひつくっていただきたいと思います。 

建設課長が申されるように、土地の評価額においての、もちろん当然だろうと思います。評価

額が恐らく路線とか、その地区によって多少は違うんだろうとは思いますが、どうぞ、支障が起

こらないように、懇切丁寧な接触というか、対応をして、こういう事業の展開をスムーズにして

ください。 

私は入札の価格、入札の報告、どこどこ路線の、ある程度わかる方もいると思いますが、今後、

聖寿寺館発掘調査に入る。何月ごろ地元の方々のご協力を願いますと、毎度見せてやることが、
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あ、次に来るなと。こっちの方にも来るなというもので、行政というものが早く情報が伝わるの

かなと思っておるんですけれども、そういう広報のよりよい活用をさらに工夫して検討して進め

てほしいなと思います。 

何せ、今議会で山口議員がおっしゃったように、私は私に点数をつけることはできませんが、

再度ここへ戻ってくるようにと思って議員の活動を継続したいと、そういう思いで日夜、夜を割

いて活動しております。内容は皆さんの議員各位のご判断にお任せしますが、本当に課長さん方、

懇切丁寧なご答弁ありがとうございました。 

 

〇議長（工藤久夫君） 答弁はいいわけですね。 

（「いいです」の声あり） 

 

〇議長（工藤久夫君） 以上で佐々木元作君の質問を終わります。 

 ここで11時５分まで休憩いたします。 

（午前10時52分） 

                                           

〇議長（工藤久夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時06分） 

                                           

〇議長（工藤久夫君） 日程第１、一般質問を続けます。 

25番、川守田稔君の質問を許します。川守田稔君。 

（25番 川守田稔君 登壇） 

 

〇25番（川守田稔君） 皆さん、おはようございます。 

まず最初に、先日、名川の先輩議員であられた山本又三先輩が亡くなられました。１期だけで

したが、私が議員１年生のときに、一緒に活動させてもらった親しい記憶があります。心から追

悼の意を述べたいと存じます。 

私の一般質問ですが、先ほどの佐々木議員の質問と重なる部分が多く、私が求めていた内容が

答弁として随分と盛り込まれておりましたので、その部分は割愛いたしまして、ただ一つだけ、

気になることがありますので、質問させていただきます。 

実は、財政運営計画書です。前の議会で資料としていただいたこの計画書を見ていまして、こ
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の内容に一部事務組合の予算というのが網羅されておらないなと、想定されていないなというこ

とに気がつきました。事業としてスタートしている分はもう盛り込んであるんでしょうが、例え

ば私は、塵芥の議員をやらせてもらっています。一部事務組合の方では旧施設の取り壊しという

課題が現在あります。例えば、環境衛生の事務組合ですとか、八戸広域事務組合の方の内容はわ

かりません。そのことを踏まえて、こういったこれから一部事務組合の方で計画されている、審

議されている内容が財政運営計画書にどのような影響をもたらすのかなということが非常に興

味がありますので、その内容をご説明いただきながら、財政運営計画書の内容がどのように変わ

っていくのかということをお伺いしたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

〇議長（工藤久夫君） 答弁を求めます。町長。 

（町長 工藤祐直君 登壇） 

 

〇町長（工藤祐直君） それでは、川守田議員のご質問にお答えを申し上げたいと思いますが、

まず、総合振興計画等につきましては、先ほども申し上げましたので、議員の方からも割愛させ

ていただくということでございましたが、20年度を初年度として、29年度を目標とする10カ年の

中でのまず総合振興計画になります。それに向けて、今度実施計画を策定していくという予定で

ございます。主な事業等も先ほど申し上げましたが、そういう中で、（仮称）医療保健センター、

こういうのも入ってきますし、非常に財政状況が厳しい中で、どのようにして実現できていくの

かというものをしっかりと検討していかなければならない、そう思ってございます。 

そして、ご質問がありました一部事務組合、特に塵芥組合でございますけれども、合併前、そ

れから現在において、施設の計画というのはまだ出てございません。ですから、新市建設計画の

中にもまだ織り込まれていない。また、当然織り込んでいく場合においては、並行しながら構成

市町村において事業計画を練って、採択に向かっていくわけでございますけれども、今はそこの

段階まで来ていないわけなんですが、施設からすると非常に老朽化してございます。川守田議員

も組合の議員でもございますので、状況をご認識のことだと、そういう中でのご質問だと思って

おります。昨年、組合議長さんの方にも、組合の視察研修は実施しないということが決まりまし

て、できれば、他の施設の視察もいいんですが、我々組合の施設をぜひ議員の皆さんに見ていた

だきたいと、こういうことを職員を通じながらお願いをしていたんですが、日程等、ちょっとと

れなくて、実現しませんでした。非常に今補修補修で行っているのが現状でございます。喫緊に

もやはりそういう施設の整備計画というのを立てていかないと、故障でもってストップすると大
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変なことになる。そういう事態もしっかりととらえなければならないなと、こう思っております。

どういう規模、当然補助事業を活用しながら、起債を活用して、それぞれの構成団体の割り当て

がどのくらいと。１年でそれを全部負担するというわけではない、分割にして当然になるわけで

ございますけれども、そういう部分も今後入ってくるとなると、構成市町村からすると、それが

現在の計画よりは負担になってくるということは事実、今後の検討課題になってくると、こう思

っております。詳しい部分、どういう部分で財政運営について影響が出てくるかと。財政課長の

方も細かくはまだその事業規模も全く現時点では示されていませんし、検討に入っておりません

ので、はっきりとは言えない部分があると思いますけれども、財政課から見た見地で答弁をした

いと、こう思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

〇議長（工藤久夫君） 財政課長。 

 

〇財政課長（堀内冨士夫君） 今の財政運営計画の中での一組の事業が登載されていないという

ことでありますが、これは実際私どもの将来計画の中に、現時点ではその一組のいわゆる大規模

事業、改修事業の予算的な背景は措置しておりません。財政運営計画、あるいは公債費負担適正

化計画上では、一組のいわゆる経常経費の負担、あるいは既発債、今までに発行した起債の償還

は実際の数値が固まっておりますので、それらは網羅した計画にしてございます。 

今、川守田議員が言いますこれからの一組の新規な事業に対する財政の影響ということでござ

いますけれども、多大なる影響があると認識しております。その中でも一組の構成市町村の財政

状況の中で議論されるべき事業になるのかなと。これを第１点考えてございます。そのほかに、

もしその事業をやる場合、補助金の活用、あるいは起債でも交付税算入のようなある起債などな

どを活用していただければと、このように思ってございます。 

そのほかに、財政再建ということのご質問でございますので、一組以外でも当町の新規事業、

大規模事業などなどを実施する場合、大型事業を実施する場合、事前に県との協議が必要となっ

てきます。私どもの実質公債費負担比率なんですけれども、18％を超えております。この18％と

という線は、この18％以下であれば、県知事との協議だけで起債が発行できると。18％を超える

と、従前のように県知事の許可が要るということのラインでございますので、構成市町村がこの

比率が高ければ、一組の事業においても、県との協議が当然に必要ということの中で、慎重に、

この事業の展開をする場合に、私どもの町と同じく、一組であっても、当町であっても、いわゆ

る県との協議の中で、構成市町村の財政状況を加味しながらということが重要になってくると、




